
いよいよ 夏休み！
いよいよ、今週末から夏休みとなります。子ども達にとっては待ちに

待った夏休みです。時間を有効に使い、日頃体験できないようなことに

挑戦し、楽しい思い出いっぱいの夏休みになればと思います。

夏休みの学習について
今年の夏休みの課題は、各学年で選定した夏休みのドリルを中心に学

習を進めます。国語や図工の作品については、１～４年生はどちらか選

択、５・６年生はそれぞれ１点取り組む課題となっています。詳しい課

題は各学年から出る学年だよりをご覧になってください。

夏休み明けには、「国語・算数テスト」があります。夏休みの学習を

確かめるテストになります。出題範囲は、主に夏休みの課題の中からと

なっています。学年に応じて出題数は変わりますが、４～７月までの学

習範囲です。再テストや補習はありません。この確認テストで、夏に蓄

えた力が十分に力が発揮できるよう、ご家庭でのお声掛けをお願いいた

します。
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１ 早寝早起きを心掛ける。

２ 日課表を作り、毎日の学習時間を決める。
低学年は１時間、中学年は２時間、高学年は３時間。
それを目安にそれ以上取り組んでみましょう。

３ 学校から出ている課題にしっかり取り組む。

夏休みの学習のポイント

「自ら学ぶ力」を育てるチャンス！

長い夏休みのスタートと共に、長い「家庭学習」期間が始まります。「自
ら学ぶ力」を育てるチャンスの到来です！！
家庭学習の目的の一つは、家庭学習の習慣化を図ることで、より学習内

容を定着させたり、自ら学ぶ力を育てたりすることにあります。担任から
出る決められた課題であっても、分からない問題に出合ったときにどうす
るか…？教科書を見直したり、辞書を使って調べたりすることで、自ら学
ぶ力が育っていきます。自主学習では、与えられた宿題とは違い、何をや
るのかは自分で決めることができます。その分、「何をしたらいいのか？」
と悩むことも多いようです。しかし、今までの学習を振り返り、理解が足
りなかったところを復習したり、よく分からない言葉や気になったことを
自分なりに調べてみたり、「今、自分に何が必要か」を考えて学習するこ
とで、自ら学ぶ力がついてくるのです。そのために家庭では、・・・？
以下に、「栃木県総合教育センター」から出されている家庭学習につい

てのリーフレットの一部を紹介します。言葉がけや関わり方の参考にして
ください。
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